
 

２０２４年５月５日（日）第一主日礼拝 

使徒の働き３章１～１０節 

『美しの門の奇跡』 

 

序論： 

①初代教会における「不思議としるし（奇跡）」とはどのようなことだったと思いますか。 

 

②「奇跡」が今も起こるとしたら、その理由はなんですか。 

 

 

本論： 

１．愛の行動から始まる奇跡（１～４節） 

①生まれつき足の不自由な彼は、毎日どんな思いで「美しの門」にいたと思いますか。 

 

②ペテロたちは、どうして生まれつき足の不自由な人に声をかけたのですか。 

 

③「私たちを見なさい」とは、どういうことですか。 

 

 

２．イエスの御名による奇跡（５～６節） 

①生まれつき足の不自由な人にとって本当に必要なものは何でしたか。 

 

②「イエス・キリストの名によって」とは、どういうことを表していますか。 

 

③イエスさまの御名で祈る祈りにはどうして力があるのですか。 

 

 

３．神の栄光を証しする奇跡（７～１０節） 

①生まれつき足の不自由な人は、どうして立ち上がることができたのですか。 

 

②「二人と一緒に宮に入って行った」とは、何を表していますか。 

 

③神の栄光を証しする者とは、どういう人のことですか。 

 

 

まとめ： 

 あなたは今日のメッセージから何を教えられ、どんな決心をされましたか。 


